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研究の目的

つくば技術研究所の音響棟は，1992 年に竣工した研究施設で免震構造建築物である．本建物では，免震構造の有

効性と設計の妥当性を検証するため竣工以来地震観測を実施している．免震ディバイスである積層ゴムは，変形や経

年変化によりその剛性が変化することが一般的に知られているが，この現象を実建物の地震観測結果から捉えられれ

ば，今後の免震建物の設計や維持管理に役立つ資料になると考えられる．

研究の概要

本建物で 2008 年～ 2022 年に観測された，計測震度 3 以上の 18 イベントの加速度記録を用いて，免震層の相対変

位と建物の卓越振動数の関係を分析した．免震層の相対変位は，1 階と基礎上の加速度記録の 2 階積分により変位波

形を求め，その差から算出した．建物の卓越振動数は，1 階と基礎の重心位置におけるフーリエスペクトル比から算

出した．また，設計時の構造解析モデルの復元力特性から，免震層の相対変位に対する等価剛性を求め，それによる

免震建屋の固有振動数を算出した．そして，観測結果の卓越振動数を，設計時の構造解析モデルから推定される固有

振動数と比較して考察した．

結　論

音響棟免震建物について，免震層の相対変位と建物の卓越振動数の関係を地震観測結果から分析し，設計時の構造

解析モデルによる固有振動数と比較して考察し，以下の知見を得た．（図- 1参照）

①�観測記録による建屋の卓越振動数は，免震層の変位が大きくなるほど低下し，その傾向は設計時の構造解析モデ

ルによる結果と良く対応した．

②�観測結果は竣工から 15 年以上経過したデータであり，一般的に積層ゴムの剛性は経年変化に伴い高くなるが，

観測結果から積層ゴムの経年変化による影響を明確に確認することはできなかった．

③ �2011 年 3 月 11 日の大振幅観測値は設計値と概ね対応しており，それ以外の多数の小振幅観測値もばらつきは大

きいが設計値を平均値とした分布となっていることから，本建物はこれまで概ね設計通りの応答を示している．

図- 1　免震層相対変位と建屋の卓越振動数の関係

つくば技術研究所・音響棟の地震観測記録に基づく振動特性
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